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上川教育研修センター 協力校授業 

旭川市立東栄小学校第６学年 算数科 学習指導案 

 

               日 時 令和７年９月９日（火）５校時 

                    生 徒 旭川市立東栄小学校６年１組 １８名 

                    指導者 前川 裕太郎 

１ 単元名    「円の面積」 
２ 単元について 
（１）本単元に関わる学習指導要領の目標および内容（抜粋） 

 
（２）児童の実態〈事前アンケート〉 

 質問項目 あてはまる 
ややあては
まる 

あまりあて
はまらない 

あてはまら
ない 

(1) 算数の勉強は、好きですか。 3 名 6 名 6 名 3 名 

(2) 算数の勉強は、得意ですか。 3 名 6 名 8 名 1 名 

(3) 応用問題でも、あきらめずに答えを求めようとして
いますか。 

7 名 7 名 2 名 2 名 

(4) 自分の考えを説明することは、得意ですか。 1 名 5 名 11 名 1 名 

(5) 問題について考える際、ノートとタブレットのどち
らが使いやすいですか。 

ノート（13 名） タブレット（5 名） 

(6) (5)のように答えた理由を教えてください。 ・考えや図が簡単に、好
きなようにかけるか
ら。 

・家庭学習ですぐに見ら
れるから。 

・字が綺麗に書けて、み
んなにわかりやすくま
とめられるから。 

・図形を動かせてわかり
やすいから。 

  
本学級の児童は、(1)(2)の通り、およそ 50％の児童が算数の学習への抵抗感や苦手意識をもっている。特に、自分

の考えや根拠を説明する場面では挙手の数が少なくなる。その理由として、「そもそも答えを求められていない。」
「わかりやすく説明する自信がない。」と答える児童が多くいた。また、(3)で一部の児童が「あきらめてしまうこと
が多い。」と答えたのは、(4)で説明が苦手な児童が多いことからもわかるように、筋道を立てて思考できてないこと
が一つの要因として考えられる。そこで、授業において自分の考えを説明する場面では、「①まず」「②次に」「③さ
いごに」の言葉を使って筋道を立てて考えることを意識させている。これにより、「何から、どのように説明すれば
よいか。」が明確になり、「自分学び」の時間に言葉や式を使って自分なりの説明を書く児童の姿が少しずつ増えてき
ている。この反復を通して、問題から読み取れる情報を整理し、順序立てて考える力を高めていきたい。 
学習手段については、(5)の通り、タブレットを活用する児童もいれば、図形をノートにかいてまとめる方法を好

む児童も多くいる。そのため、児童が自分に合ったツールを選択して説明を行えるように配慮する。 
 

【学習指導要領】～算数科の目標と内容～ 
（第６学年） 
１ 目 標 
（１）分数の計算の意味，文字を用いた式，図形の意味，図形の体積，比例，度数分布を表す表などについて理解するととも

に，分数の計算をしたり，図形を構成したり，図形の面積や体積を求めたり，表やグラフに表したりすることなどにつ
いての技能を身に付けるようにする。 

（２）数とその表現や計算の意味に着目し，発展的に考察して問題を見いだすとともに，目的に応じて多様な表現方法を用い
ながら数の表し方や計算の仕方などを考察する力，図形を構成する要素や図形間の関係などに着目し，図形の性質や図
形の計量について考察する力，伴って変わる二つの数量やそれらの関係に着目し，変化や対応の特徴を見いだして，二
つの数量の関係を表や式，グラフを用いて考察する力，身の回りの事象から設定した問題について，目的に応じてデー
タを収集し，データの特徴や傾向に着目して適切な手法を選択して分析を行い，それらを用いて問題解決したり，解決
の過程や結果を批判的に考察したりする力などを養う。 

（３）数学的に表現・処理したことを振り返り，多面的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考える態度，数学のよ
さに気付き学習したことを生活や学習に活用しようとする態度を養う。 

２ 内 容 
 B 図形 
（３）平面図形の面積に関わる数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
 ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

（ア）円の面積の計算による求め方について理解すること。 
 イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。  
  （ア）図形を構成する要素などに着目し，基本図形の面積の求め方を見いだすとともに，その表現を振り返り，簡潔かつ

的確な表現に高め，公式として導くこと。 
 
３ 内容の取扱い 
（３）内容の「B 図形」の（３）のアの（ア）については，円周率は 3.14 を用いるものとする。 
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３ 単元の目標と評価規準 
（１）単元の目標 

円の面積の計算による求め方を理解するとともに、その方法を図や式などを用いて考えたり、公式を導いたりす
る力を身に付ける。また、その過程において、面積の求め方を多面的に捉え検討してよりよい方法を粘り強く考え
る態度を養う。 
 

（２）単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①公式が半径を一辺とする正方形の面積の

3.14 倍を意味していることを図と関連付

けて理解し、円の面積を求めることができ

る。 

②複合図形の面積を求めることができる。 

①円の面積の求め方について、図形を構成す

る要素などに着目して、既習の求積可能な

図形の面積の求め方を基に図や式などを用

いて考えている。 

②円の面積を求める式を読み、もとの円のど

この長さに着目すると面積を求めることが

できるのかを振り返って考え、簡潔かつ的

確な表現に高めながら、公式を導いてい

る。 

①数学的に表現・処理したことを振り返り多

面的に検討してよりよい方法を見いだそう

としている。 

②円の面積の求め方を、進んで生活や学習に

活用しようとしている。 

 
４ 単元の指導計画と評価計画 
（１）単元のねらいと研究内容１との関わり 
 ①児童生徒が主体的に学ぶための課題設定と見通し 

初めに、単元を通して解決する問題を提示する。単に
「色が付いた部分の面積を求めよう。」とするのではな
く、歴史上の人物に関わった問題であること、面積の大
小を比べなければ解決できない問題であることによっ
て、児童の関心を高めるとともに、面積を求める必要感
をもたせるねらいがある。「織田」と「豊臣」は、教科書
で扱われている題材、「徳川」は「ステップアップ算数」
で扱われている題材である。「土地の広さを比較する」と
いう設定上、単位を「m」に変えたり、面積ができるだけ
等しくなるように、一辺の長さを変えたりしている。 
児童は、図形にかかれてある数値をもとに、誰の土地が一番広いのかを予想し、それを確かめるために必要な知

識を出し合い、単元で何を学ぶのかを見通せるようにする。 
 
 ②児童生徒が資質・能力を身に付けるための自己選択と学び合い 

本時では、見通しの場面で、問題に対して自身がどのくらい
理解しているのかを４段階（１分からない～４分かる）で黒板に
示し、児童が学び方を選ぶ際の指標にする。（理解度メーター）
「みんな学び」（交流）の際には、自由交流を基本とし、全員が
相互に表現する機会を十分にとることで、「なんで〇〇になる
の。」「そういうことか。」という疑問や納得感を表出させたい。 
また、今の理解度に応じて交流の目的を明確にもち、自分は誰

と交流すべきなのかを
自ら選択することで、
考えの深まりや広がり
に繋がる学び合いにな
ると考える。 

 
 ③児童生徒が学びの価値を感じる振り返り 

振り返りは、「協働学習時」と「テスト返却時」に実施する。「協働学習時(8、9、10 時)」の振り返りは、授業
において、自分の学びがどのようにして理解に至ったのかを分析し、その後の学び（協働学習）の指標となるよう
にするねらいがある。「テスト返却時（12 時）」の振り返りは、テストの点数から、「どの学習法がよい点数に繋が
ったのか。」「間違えた原因は、
何なのか。」を分析し、その後の
学び（自主学習を含む）に生か
せるようにするねらいがある。 
このように、目的に応じた振

り返りを単元に適切に位置付け
ることで、児童の学びの質を段
階的に高めていけるようにした
い。 
 
 

※交流を終えて，ネームプレートを動かす児童 
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（２）単元計画（12時間） 
 

時
数 

〇教師の働きかけ 
・「教科の特質を生かした発問」 

〇児童の学習活動 
・「予想される反応」 

知 思 主 

1 〇単元の問題について、予想させる。 
・「どんな知識を獲得すれば解決できるだろう。」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇円、半円、おうぎ形、複合図形の面積の求め方
を学習することを確認し、単元の見通しをも
たせる。 

〇数値をもとに、単元の問題に対する予想をす
る。 

・「見た感じ、徳川の土地が一番大きそう。」 
・「このままでは比べられない。」 
・「切ったり、重ねたりしても比べられない。」 
・「面積を求めれば、比べられる。」 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇解決するために必要な知識を考える。 
・「円の面積の求め方」 
・「半円の面積の求め方」 
・「円を４等分した図形の面積の求め方」 
・「ダイヤのような図形の面積の求め方」 
・「羽のような図形の面積の求め方」 
 
 
 
 

  ① 

2 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3 
4 

・「どちらのピザが大
きいだろう。」 

〇ピザの大小比較をさ
せ、円の面積に関心
をもたせる。 

・「曲線で囲まれた図形の面積は、どのようにし
て求めるのだろう。」 

〇円に内接する正
方形及び、外接す
る正方形との比
較から、200 ㎠よ
り大きく、400 ㎠
よりも小さいことを見いだす。  

〇一辺が10㎝の正方形の面積に着
目させ、その２倍と４倍の間だ
という見当をつけられるように
する。 

・「円の面積をもっと正確に求めるにはどうすれ
ばよいだろう。」 

 
 
 
〇５年生の学習で、葉っぱのおよその面積を求
めるために方眼を数
えたこと、正多角形
を細かくしていくと
円に近づくことを振
り返らせる。 

〇ピザの大きさについて話し合う。 
・「①は縦×横で求められる。」 
・「②のピザは箱よりも小さいから、400 ㎠より
も小さい。」 

 
 
 
〇半径 10 ㎝の円の面積の見当をつける。 
・「円の面積は、外側の正方形の面積より小さい
から、400 ㎠より小さい。」 

・「円の内側の正方形は、移動すると正方形の２
つ分になるから円の面積は200㎠より大きい。」 

 
〇半径を一辺とする正方形をもとにして、円の面
積の大きさを捉える。 

 
 
 
 
 
 
 
〇既習事項をもとに、より正確な円の面積を調べ
る。 

・「すき間が小さくなるようにするとよい。」 
・「正八角形の方がすき間がない。」 
・「正十六角形をかくとより円に近づく。」 
・「方眼の数を数えた。」 
・「半端な部分は 1 ㎠の方眼の半分と考えた。」 
 
 

 ① ① 

研究内容２との関わり 可視化の意図 発問の意図 〇指導に生かす評価●記録に残す評価 

【学習課題】円や円の一部が組み合わさった図形の面積は、どうやって求めるのだろう。 

単元の問題の解決に向けて、必要な知識を確認することで単元全体の見通しをもたせ
る。それにより、「なぜ、今〇〇を学んでいるのか」が明確になり、「学びたい」「知りた
い」などの思いをもって学びを進めることができるようにしたい。 

 方眼を数える方法で面積を求めた後にもう一度問い、正確な円の面積の求め方にせまって
いけるようにする。 
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5 
 
 
 
 

 
6 

〇５年生で、平行四辺形や三角形で学習した等
積変形や倍積変形を振り返らせる。 

・「円も、面積の求め方がわかる形に変形できな
いだろうか。」。 

〇タブレットを活用し、変形の理解を深める。 
・「長方形の縦と横の長さは、もとの円のどの部
分の長さと同じですか。」 

 
 
 
 

 
 
 

〇円を 8 等分して並べ替え、求積可能な図形に変
形する。 

・「平行四辺形のような形になった。」 
 
〇並べ替えた長方形をもとに、円の面積を求める
式を考える。 

・「長方形の縦の長さは円の半径と同じで、横の
長さは円の円周の半分と同じだ。」 

① ②  

7 ・「この図形は、もとの図形を何分
の 1 にしたものだろう。」 

・「では、この図形はもとの図形を      
何分の 1 にしたものだろう。」 

〇実際に２つ組み合わせて、全円になる   
ことを確認する。 

〇円の
1
2の半円の面積の求め方を考える。 

・「２つ合わせると円になる形だから、円の面積
を求めて、

1
2をかける。」 

〇半円の面積の求め方を生かして、円の
1
4のおう

ぎ形の面積の求め方を考える。 

  ② 

8 〇単元問題の３つの図形を再確認する。 
・「織田の土地の面積は、どの
ように求めるのだろう。」 

〇大きい円と小さい円の半径
の長さを確認する。 

〇図形の組み合わせとみる見
方を引き出す。  

→タブレットを活用し、複合図形の見方をおさ
える。 
 
 

 

〇複合図形の面積の求め方を考える。 
・「大きい円の面積から小さい円の面積をひけば
求められそう。」 

 
※振り返り【今日の授業】 

②   

9 
本 
時 

・「豊臣の土地の面積は、どのよ
うに求めるのだろう。」 

・「どんな図形がかくれています
か。」 

〇組み合わさった図形の見方が１通りではない
ことに気付けるようにする。 

〇考えをいくつか黒板に整理し、考え方を共有
する。 

〇答えを求めるだけでなく、式や図で説明する
ことを意識して取り組ませる。その際、タブレ
ットで図を用意し、操作しながら説明できる
ようにする。 

〇複合図形の面積の求め方を、式や図を使って説
明する。 

・「円の
1
4の面積から、三角形の面積をひいて、

２倍した。」 
・「円の

1
2の面積から、三角形の面積をひいた。」 

 
※振り返り【今日の授業】 

 ① ① 

10 ・「徳川の土地の面積は、どのように求めるのだ
ろう。」 

〇おうぎ形が４つで全円になり、      
正方形からこの円の面積をひ
けばよいことに気付かせる。 

〇単元問題の答えと予想が合っ
ていたかを確認する。 

〇考えをいくつか黒板に整理し、考え方を共有
する。 

 
 
 
〇タブレットで図を用意し、操作しながら説明
できるようにする。 

〇複合図形の面積の求め方を、式や図を使って説
明する。 

・「おうぎ形の面積を４倍してたし、正方形の面
積からひいた。」 

・「４つのおうぎ形を組み合わせて円にし、正方
形の面積からひいた。」 

 
 
 
 
 
 
※振り返り【今日の授業】 

 ❶ ❶ 

11 〇様々な複合図形を取り扱うことで、図形の見
方を豊かにできるようにする。 

〇学習問題の理解を確認し、確実に身に付ける。   ② 

12  〇単元テスト 
※振り返り【テストを終えて】 

❷ ❷  
❷ 

   

円を 32等分、64等分、128等分と細かくしていくと限りなく長方形に近づくことを、映像
を活用することで実感をもって理解させる。 

大きい円と小さい円を実際に重ねる操作によって、「２つの図形を組み合わせた」ことを実
感しながら理解できるようにする。 

9・10時では、いくつかの考え方を並べて板書し、比較・整理できるようにすることで、
どの求め方が効率的なのかを考えさせる。 
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５ 本時の学習（１２時間扱いの９時間目） 
（１）目標 

半円と直角三角形を組み合わせた図形の面積の求め方について、図形の構成要素に着目し、筋道を立てて
説明することができる。 
 

（２）学習評価 
 図形の求積に必要な構成要素を判断し、円の一部とみられる図形や円などを組み合わせた図形の面積の求
め方を、図や式などを用いながら筋道を立てて考えたり表現したりしている。 
 

（３）本時のねらいと研究内容２との関わり 
 ①教科の特質を生かした発問ついて 
「どんな図形がかくれていますか。」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
②思考を束ねる可視化の手立てについて 

【手元で自由に操作可能な教材】 
〈オクリンクプラス〉           〈紙〉 
 
 
   
  − 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
                       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 思考を束ねる可視化の手立てとして、手元の図形を指を差しながら自分の言葉で説明できる教材を準備す

る。「自分学び」において、タブレットを活用して説明するのか、ノートに図をかいて説明するのか、紙を

ノートに貼って説明するのかを選択させる。オクリンクプラスでは、見通しで挙げられた構成要素（基本図

形）をすべて並べ、自分が着目した図形を使って説明できるようにする。紙では、豊臣の土地の図形を複数

枚用意し、切ったり並べたりするなどの自由な活動を認める。これらの教材を有効に活用し、交流の際に指

を差しながら説明することによって、活発に話合いを進め、より多くの児童の理解を深められるようにした

い。 

 本時では、問題の答えを求めるだけでなく、図形を構成する要素に着目すること、筋道を立てて説明す

ることをねらいとしている。豊臣の土地の図形には、いくつかの基本図形が含まれており、見通しの段階

で「どんな図形がかくれているか。」を問うことで、図形の見方を広げられるようにする。解決方法は一

つではなく、着目した構成要素によって様々な解決方法があることを見通せるようにしたい。そして、

「みんな学び」において複数の解決方法が交流されることによって、自分の考えと比較しながら相手の考

えを聞き、さらに理解を深めたり広げたりできる時間となるような手立てとする。 

２枚使って OK 

切って OK ぬって OK 
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（５）展開 

過
程 

〇教師の働きかけ 
・「発問」 

〇児童の学習活動 
・「予想される反応」 

導
入
１
０
分 

〇本時の問題を提示する。 
・「豊臣の土地の面積は、何㎡ 

でしょうか。」 
 
〇本時の課題を確認する。 
・「前時は、織田の土地の面積を求められるようになりま
した。今回は、相手にわかりやすく説明できるように
なれるといいですね。」 

 
 
 
〇「わかりやすい説明」を具体化する。 
・「わかりやすい説明とは、どんな説明だろう。」 
〇着目した図形を示すよう指示する。 
 
〇前時の問題の解決方法を想起させる。 
・「前時はどのように解決しましたか。」 
〇前時の問題で「わかりやすい説明」を例示する。 
 
〇教科の特質を生かした発問をする。 
・「どんな図形がかくれていますか。」 
 
 
〇自分の理解度を明確にさせる。 
→１「わからない」 ２「わかるような気がする」 

３「わかるけど自信はない」 ４「わかる/説明できる」 
〇見通しの交流を通して、「できそうだ」という思いをも
たせられるようにする。 

〇問題をノートに貼る。【問題提示】 
 
 
 
〇課題をノートに書く。【課題提示】 
 
 
 
 
 
 
〇考えを出し合う。【見通し】 
・「『①まず』『②次に』『③さいごに』の言葉で順序
立てる。」 

 
〇考えを出し合う。【見通し】 
・「全体から一部分の面積をひいた。」 
 
 
・「半円と三角形を使って、ひき算？」 
・「扇形と三角形を使って、片方を求めて２倍？」 
・「円と四角形と見ることもできそう？」 
 
〇自分の理解度に合わせて、理解度メーターにネー
ムプレートを貼る。 

 

展
開
２
５
分 

〇オクリンクプラスや紙、ノートに図形をかく等、解決
の手段を選択させる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇うまくいかなかった場合は、目的に応じて行動を変え
るよう指示する。 

→理解度 1・2 は 3・4 と交流するよう促し、分からない
部分を積極的に聞くよう声かけをする。 

→理解度 3 は 3・4 の人と交流するよう促し、自分の考え
を明確にするよう声かけをする。 

→理解度 4 は 1・2 の人と交流し、理解できるように説明
するよう声かけをする。理解させられなかった場合は、
説明の仕方を考えさせる。 

 
〇板書をもとに、考え方を全体で共有する。 
→必要に応じて、着目した図形について確認する。 
→求積には、全体から一部をひく方法だけでなく、一部
の面積を求めて 2 倍する方法や、面積を 2 でわる方法
などもあることを共有する。 

〇自力で解決する。【自分学び】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
         ※必要に応じて取り上げる。 
 
〇集団解決をする。【みんな学び】 
→理解度メーターを参考にしながら相手を選び、交
流をする。 

→間違いや他の考え方、説明の仕方で修正すべき箇
所について、ノートに記入する。 

 
〇自分は理解したいのか、交流を通して考えを確か
めたいのかなど、目的に応じて相手を選んで交流
をする。自身の理解度に応じて、ネームプレート
を貼りかえる。 

 
 
〇共有する。【みんな学び】 
→板書をもとに、自分の考えと違う方法をノートに
記入する。 

終
末
１
０
分 

〇簡単に手順を書くよう指示する。 
 
〇求積の方法を、どのような図や式で表すと、わかりや
すく友達に伝えられたかを振り返らせる。 

→（１）今回の説明の自己分析 
・うまく説明できたか/相手に理解してもらえたか 
・理解させられた理由/理解させられなかった原因
（着目した図形/順序立てなど） 

 （２）次回はどうするか 
  ・どうすればよりわかりやすく説明できそうか 

〇確認問題に取り組む。 
 
〇振り返りをする。【まとめ】 
→スプレットシートを活用し、文章で振り返る。 
 
 

課題 色のついた部分の面積を求め、わかりやすく説明しよう。 

【扇形と三角形に着目】 

①扇形の面積は、10×10×3.14×
1
4
⬚
⬚

で 78.5 ㎡となる。 

②三角形の面積は、10×10÷2 で 50 ㎡となる。 

③扇形から三角形の面積を引くと、78.5−50 で 28.5 ㎡となる。 

④羽のような形が２つだから、28.5×2 で 57 ㎡となる。 

 

【半円と三角形に着目】 

①半円の面積は、10×10×3.14×
1
2
⬚

で 157 ㎡となる。 

②三角形の面積は、20×10÷2 で 100 ㎡となる。 

③半円から三角形の面積を引くと、157−100 で 57 ㎡となる。  

 
【円と四角形に着目】 

①円の面積は、10×10×3.14 で 314 ㎡となる。 

②四角形の面積は、20×20÷2 で 200 ㎡となる。 

③円から四角形の面積を引くと、314−200 で 114 ㎡となる。 

④できた形の半分だから 114÷2 で 57 ㎡となる。 
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※     のスペース（理解度メーター） 

 →「見通し」の段階で児童がネームプレートを貼り、いつでも自由に貼り替え可能とする。 

※     のスペース 

→「みんな学び」の段階で開放し、説明に活用できるようにする。 

※     の考え方 

 →児童の実態に応じ、取り上げる。その場合、式のみを提示し、図ではどう表すかを問う。 
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単元デザイン案 小 6 算数科 「円の面積」 

単元の目標 
円の面積の計算による求め方を理解するとともに、その方法を図や式などを用いて考えたり、公式を導いた 

りする力を身に付ける。また、その過程において、面積の求め方を多面的に捉え検討してよりよい方法を粘り
強く考える態度を養う。 

 

時数 
〇教師の手立て 

・「発問」 

〇児童の学習活動 

・「予想される児童の思考」 
知 思 態 

１ 【課題設定】 

〇単元の問題を提示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇単元で身に付けることを確認し、見通しをもたせる。 

→円、半円、４等分した図形の面積の求め方、図形を組み

合わせた問題の順に学習することを確認する。 

 

〇問題に対する予想をする。 

・「見た感じ、徳川の土地が一番大きそう。」 

・「このままでは比べられないよ。」 

・「切ったり、重ねたりしても比べられないよ。」 

・「面積で表せば、比べられるね。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇解決するために必要な知識を出し合う。 

・「円の面積の求め方」 

・「半円の面積の求め方」 

・「円を４等分した図形の求め方」 

・「ダイヤのような図形の面積の求め方」 

・「羽のような図形の面積の求め方」 

  

① 

 

２３４ 

５６ 

７ 

 

８ 

 

 

９ 

【課題追求】 

〇円の面積の求め方 

〇円の面積の公式 

〇半円の面積の求め方 

中心角が９０°のおうぎ形の面積の求め方 

〇円を組み合わせた図形の面積の求め方 

〈織田信長問題〉 

 

〇半円と直角三角形を組み合わせた図形の面積の求め方 

〈豊臣秀吉問題〉 

 

〇およその円の面積を考え、見通しをもつ。 

〇「半径×半径×円周率」の意味を考える。 

〇半円の面積の求め方をもとに、中心角が９０°のおう

ぎ形の面積の求め方を考える。 

〇円の面積の求め方を活用する。 

・「引き算を使えば色がついている部分の面積がわかる。」 

※振り返り【今日の授業】 

〇図や式などを用いて考えたり、表現したりする。 

※振り返り【今日の授業】 

① 

 

 

② 

 

 

 

①

② 

 

 

 

 

 

① 

 

 

① 

 

② 

 

 

 

 

① 

 

１０ 

 

 

【単元のまとめ】 

〇正方形と中心角が９０°のおうぎ形を組み合わせた図

形の面積を求め、単元の問題のまとめをする。 

〈徳川家康問題〉 

〇自分の予想を振り返り、大きさを面積で表すことで比

較できることについて考える。 

※振り返り【今日の授業】 
 

❶ ❶ 

１１ 〇学習問題の理解を確認し、確実に身に付ける。    ② 

１２  〇単元テスト 

 

※振り返り【テストを終えて】 

 

 

 

 

 

 

❷ ❷  

 

❷ 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①公式が半径を一辺とする正方形の面積の

3.14倍を意味していることを図と関連付け

て理解し、円の面積を求めることができ

る。 

②複合図形の面積を求めることができる。 

①円の面積の求め方について、図形を構成す

る要素などに着目して、既習の求積可能な

図形の面積の求め方を基に図や式などを用

いて考えている。 

②円の面積を求める式を読み、もとの円のど

この長さに着目すると面積を求めることが

できるのかを振り返って考え、簡潔かつ的

確な表現に高めながら、公式を導いている。 

①数学的に表現・処理したことを振り返り多

面的に検討してよりよい方法を見いだそう

としたりしている。 

②円の面積の求め方を、進んで生活や学習に

活用しようとしている。 

【学習課題】円や円の一部が組み合わさった図形の面積は、どうやって求めるのだろう。 

 

【単元の振り返り】（児童記述例） 
円の一部が使われたいろいろな図形の面積を求めるには、一部分の面積を求めて全体からひくとよいというこ

とを学んだ。また、友達との交流を通して、自分には思い付かないような方法も知れた。その中で、図形にかくれ
ている形すべての面積を求めてひき算をする方法よりも、一部分の面積を組み合わせて一つの図形をつくり、全体
からひく方法が簡単で、自分に合っていると思った。 
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